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ポ
／
子
ィ
プ
・
リ
ス
ト
万
丈
を
哨
判
明

γ
る
こ
も
に
、
派
注
目
店
内
を
刊
に
制
限
す
る
注
ζ

、
こ
う

L
之
氏
れ
「

い
ヨ
る
と
い
え
守
＼
も
な
い
c

そ
こ
で
以
ト
で
は
、
ご
の
♂
点
迭
ト
荒
川
河
と
派
遣
間
以
前
の
剖
川
県
内
洩
に
ス
ポ
ソ
、
を
当
て
ξ
こ
と
に
よ
打
、
法

山
工
心
山
－
山
知
内
J

に
つ
い
て
点
ご
一
叫
て
み
る
い
｝
と
に
し
に
h
v
c

派
遣
業
務
の
制
限

ヘ

1
〉
法
案
の
内
容

派
遣
主
務
の
能
凶
に
つ
い
と
定
め
た
よ
条
は

ポ
ン
テ
ィ
フ
・
り
ス
ト
刀
式
J
V
採
川
用
：
派
退
一
記
事
主
下
村
、
出
律
で
定
め
る
宗
務
に

間
以
り
、
派
道
事
業
J
U
弘
行
う
こ
と
が
て
き
る
J

淀
川
止
し
、
い
る
、

z
u
、
、
、
一
（
り
工
う
に
労
働
芸
侃
迭
の
対
象
業
務
ど
限
定
し
た
ハ
り
は

L
て
弊
宝
［
が
？
／
ム

r，G
、
で
コ
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
、
主
ノ
な
土
を
勘
川
公
令
す
れ
ば
、
ヲ
こ
の
対
象
業
泌
を
制
阪
守
る
必
い
叫
が
v

丸山J

る
」

こ
い
う
の
が
、
ー
の
量

h
y
z
fれ
て
い

な
お
、
分
惜
諸
派
遣
事
業
を
行
う
守
」
と
が
認
め
ら
れ
る
業
務
は
、
次
の
二
一
一
栄
治
で
あ
る
J

l 

電
話
宅
江
戸
7
「
バ
ー
ド
米
市
川

ム

LHY
／
i
ず／

υ 

般
乍
M
川

-, 
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1 

J
ノ

i
タ
の
整
担

一、0 

r
J
忙
j
O
H】
～

nt

昨
J

ず
な
ナ

fj 

願
存
サ
irJ
一ス

己

出
品
刊

電
話
ケ
↓
引
用
計
JqG
訓
告

10 

主
活
hv
引
用
「
司
令
学
、
北
津
市
パ
仙
の
勧
誘

11 

市
場
調
査

12 

山
口
川
川
股
小

a

長
客

13 

通
三日
初、

H 

仏
印
程
笹
川
内
装
誌
を
J

片
山
付
明
、
し
て
行
ム
ノ
旅
行
蓄
の
便
｛
「
と
な
る
上
了
、
l
ピ
ス
W
M
M
供

（阪人比羊 "' '.2 c:n 2日〔2川7.7: 

交
通
機
関
に
お
日
る
昨
日
仔
汁
i
ピ
ス

ム6

住
築
物
に
ιお
け
る
清
掃

17 

陣
内
械
一
設
備
の
修
法

18 

事
務
用
機
誌
の
操
作
ト
刀
作
を
習
作
い
ざ
る
七
の
の
教
授
ま
た
は
指
導
の
業
務

El 

警
備

20 

説
iwま
に
は
包
校
の
一
フ
ザ
イ
、
J

、
t

山
中
日
ブ
ザ
イ
〆

21 

ノ
ン
フ
リ
フ
・
デ
ザ
ノ

J



r児

22 

放
送
系
組
与
の
制
作
L
b
け
る
演
出
の
業
務

~3 

マ
の
仙
、
一
土
庁
門
官
1

け
が
訟
ど
す
る
業
務

J、
l附

（

2
）
派
遣
業
務
の
制
限
を
め
ぐ
る
問
題

ま
す
、
法
案
の
立
奈
川
叫
出
C
は、

刷
用
対
象
業
U
N
刀
桁
山
止
茶
準
と
そ
の
摂
拠
に
認
す
る
説
明
が
欠
け
て
い
｝
白
に
め
、
労
働
者
派
遣
が

μ
叩
充
氏
、

臨
時
的
な
労
般
力
福
山
給
説
態
、
ン
ス
一
フ
山
な
の
か
乙
う
か
引
不
明
妹
三
あ
る
？
こ
の
間
延
々
が
指
摂
さ
れ
て
い
る
口
ま
た
、

L 8'; 
工こ /C' 
も立
σ〉「fj
と Iす
わ奪
抗業
宇lj ／；き
？？の
お中
る ？！

。

十
分
伝
芙
堅
調
査
を
行
わ
な
い
ま
主
指
ー
℃

中
に
日
本
の
派
遣
法
を
参
考
と
し

r
だ
け
で
、

件、

労
働
省
派
遣
法
案
の
策
J4
に
当
た
つ
と
、
政
的
は

l
分
に
、
労
働
将
派
遣
の
宍
槌
2γ
」
机
在
し
て

い
よ
円
か
っ
た
心
で
は
な
い
か

と
り
抗
判
い
が
を
れ
で
み
る

2 

派
遣
期
唱
の
制
限

（

1
L
法
案
の
内
容

、
そ
の
一
二
条
一
曜
に
沿
い
て
「
派
巡
受
人
れ
期
間
は
、

tJV℃
判
問
、
会
よ
い
之
ら
な
い
代
住
宅
乏
一
人
れ
矧
問
が
一

T
o
p
お
ス

と
と
き
は
、
派
泣
労
偽
ケ
ム
ロ
と
派
遣
先
L
Y

の
附
で
労
働
契
約
を
締
結
L
z
l
h
も
の
E
P凡
な
す
と
胤
P心
三
ー
に
い
る
r

2
）
派
遣
刻
間
の
制
限
を
め
く
る
問
題

J

延
ヰ
ペ
マ
〈
人
、
れ
削
刑
判

（
派
遣
先
が
派
遣
を
受
け
入
れ
る
こ
ζ

の
と
き
る
問
問
問
一

h
J
H
q
H
K
γ

一
〉
、
も
l

臥、

C
阜
市
ト
！
？
t
J
l
u

て
hrt

戸
一
う
し
七
期
間
制
限
の
対
象
、
｝

z司
る
業
務
子
、
（
ト
凶
ベ
刈
の
業
務
、
必
可

の
泳
中
山
元
企
業
に
お
け
る
来
務
、
必
河
一
の
就
業
場
所
に
お
け
る
菜
街
、

一ツ」
一
J

宮、

の
か
が
T

、
明
確
で
お
る
、
こ
の
九
川
崎
が
あ
る
口

よ
し
？
河
一

O
L
斗〉、才
J
q
rイニ

L
ん
l

h

I

コ
マ
、
、
派
遣
労
働
者
小
従
事
す
る
業
務
ま
ー
こ
は
就
業
の
場
一
九
川
を
公
安
し
さ
え
す
れ
ば
、

平
け
制
限
知
的
を
お
う
と
派
遣
を

パ
え
行
人
、
れ
る
こ
と
が
司
能
と
ぼ
る
と
い
っ
た
ケ
l
ス
も
分
に

H1yん
さ
れ
る
c
Z
L
じ
て
、
販
杭
祇
刊
院
を
支
持
す
る
リ
け
引
か
ら
は
、
仮
に ノ本

｛阪人法学lに7" ti4J 2而［2iil'i.7、



こ
の
よ
ろ
な
状
J

げ
に
な
れ
ば
、
派
遣
受
人
れ
刻
閉
じ
γ

一
年
に
限
定
L
z
l
h
J
B
味
が
な
い
と
の
釧
判
も
あ
る
ν

"' 分台

台
湾
に
お
け
る
労
働
名
派
出
店
訟
削
の
あ
る
べ
き
安

章

日
本
は
羽
布
、
少
子
高
齢
化
｛
山
土
台
…
前
中
j

的
な
人
ず
不
足
の
－
h
伐
を
迎
え
コ
つ
J
め
り
、
け
ハ
業
惜
即
日
店
。
白
竹
ゲ
J
o
、
U

則
的
労
働
h
’
」
／
｝
ぷ
半

安
？
晶
子
し
ト
従
業
構
造
か
九
、
質
的
労
鍛
力
に
立
抗
）
子
、
信
情
z
／J
M
机
涜
「
司
令
所
業
構
迄
へ
こ
移
行
し
つ
つ
あ
る
n

こ
う
し
た
環
境
変
化
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を
背
閉
店
に
、
労
働
再
の
側
一
ざ
方
も
多
株
化
し
て
お
り
、
労
働
市
ぬ
法
の
初
、
域
で
も
規
則
川
緩
刊
を
給
め
2
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
滋
め

ら
れ
て
レ

L
N
、
人
ハ
ド
ペ
内
の
労
働
市
泌
を
取

n
Gく
縦
一
吟
社
会
川
町
い
い
引
も
小
久
革
問
に
丸
h
、
経
凶
活
動
の
川
際
」
幻
な
桐
互
依
存
関
係
（
年
政
拠
点
の

空
間
ま
り
や
、
介
九
性
や
巾
高
。
齢
者
の
労
働
市
場
へ

、
そ
の
H
～
体
例
と
し
て
は
、
や
げ
ら
れ
る
F

こ
の

中
国
へ
の
流
出
な
ど
～

下人相
7
h
b
川
八
討
を
ι
引
に
し
亡
、

台
湾
で
は
、

人
件
の
民
間
間
的
活
川
用
λ

ど
は
的
、
と
し
た
六
、
ま
ざ
ま
な
収
納
入
が
氾
め
、
り
れ
て
い
る
が
、
労
働
者

黙
と
し
て
、
こ
わ
な
市
ι

出
つ
け
る
」
と
い
ヂ
で
き
る
勺
行
政
院
労
丁
安
一
は
ん
ム
が
先
に
涜
べ
た
よ

派
遣
も
、
こ
う
、
L
i
r
－
人
付
沼
山
戦
略
の

う
い
労
働
者
派
泣
法
ぷ
を
公
京
、
）

rの
も
、
ご
う
、
ご
～
労
協
者
派
遣
に
コ
い
て
、
そ
二
己
的
〈
労
働
者
の
泊
切
な
保
護
を
阿
る
こ
L
Y

に

一
の
社
い
が
あ
っ
と
の
で
あ
る
、

ム
口
治
が
置
か
れ
ん
J

ご
～
の
1
6
F

つ
河
状
況
を
ν勺
ズ
た
こ
き
、

F守
本

へ
い
汚
に
お
け
る
、
ガ
働
者
一
以
泣
法
制
の
あ
れ
方
を
検
討
す

る
際
に
ー
へ
大
き
な
示
唆
を
提
供
す
る
v
A
λ
J
と
な
る
こ
こ
は
緩
い
を
び
れ
な
！
っ

以
ト
で
は
ま
ず
、

日
本
の
汚
選
法
に
つ
い
と
こ
れ
ま
て
れ
わ
れ
に
詠
市
カ
ら
、
人
間
点
を
件
前
半
出
？
？
る
n

次
い
で
、
ム
l
衿
の
研

完
者
か
ら
提
起
さ
れ
ア
労
働
者
派
迭
に
立
ー
す
る
市
円
に
つ
い
つ
、
、
ち
の
論
円
積
河
を
も
／
）
に
検
討
を
行
う
o

f
）
て
長
伐
に
、
｛
ス
ヴ
い

山
泊
、
灯
る
労
働
者
派
泣
法
の
制
itιψ

た
っ
ザ
L

年
者
が
必
要
と
考
え
る
一
山
寸
志
凸
d
b
l

｛
心
不
ず
る
戸
｝
と
に
し

rぃ一

（阪人比羊 C7 '.2 GSI 267〔2川7.7: 
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日
本
々
ぷ
造
、
訟
を
め
「
る
議
論
y
弘
前
点
見
ぃ
別
内

料
品
＼
川
町
刈

J、
l附

。
規
制
緩
和
が
起
め
ば
、

出
世
川
い
用
心
一
一
久
り
に
性
は
れ
「
ず
る
の
か
、
②
派
遣
労
億
五
の
似
識
に
は
何
子
必
裂
か
、
ふ
一
派
造
業
務
と
一
派
遣
問

間
の
制
限
」
／
｝
地
従
L
て
も
ん
吊
川
丸
バ
働
者
の
代
替
は
イ
～
ま
な
い
の
か
、
い

日
木
日
一
派
活
比
一
一
を
や
／
J

＼
る
こ
’
れ
ま
て

一h
一、コ中ふ弓
j

h

7
1
1
9
｛

7
 

っ
て
く
る
。

ま
ず
、
一
…
山
門
V
弘
山
凸
d

に
つ
い
と
は
、

区
用
の
安
定
H
終
河
口
足
川
明
慣
行
と
い
う
考
え
方
。
か
、
従
来
刀
川
本
で
は
f
と
の
ほ
か
設
か
っ
た
よ

う
に
出
わ
、
れ
る
一

ベ
フ
ル
汁
立
、
λ
H
n
J
L吋
古
代
叶
J
川
町
市
ゆ

：

i
i
L
J
J
’hl 
一
企
業
の
力
で
戸
停
泊
の
安
寸
一
を
洩
る
、
一
と
は
照
時
、
こ
な
い
り
、
山
万
働
市
湯
の
、
出

し
か
［

川
市
を
門
店
じ
て
原
用
の
安
定
一
古
川
凶
る
↑
」
レ
〈
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
人
コ
ー
に

政
治
に
、
終
身
同
小
用
慣
行
と
比
べ
れ
ば
、
派
辺
と
い
う
倒
芳
一
方
は
融
市
川
心
安
定
性
と
い
う
収
て
見
劣
り
が
す
る
か
も
し
れ
な
い
し

か
1
1
1
U
4
U
の
企
業
に
他
府
ら
れ
る
こ
1／
の
な
い
派
遣
と
い

7
自
…
長
一
々
に
お
い
℃
は
、
勤
務
先
、
り
倒
産
1／
い
っ
た
事
態
も
叩
尖
安
川
は
つ

ム
ぱ
い
か
、
り
た
い
U

ふ
（
り
か
門
一
一
味
て
は

ル
十
、
ザ
ド
山
い
付
す
る
り
ス
ク
ヘ
ソ
ジ
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
J

し
た
が
っ
て

足
制
緩
和
に
工
り

個
々
の
労
働
去
が
そ
の
ぬ
き
方
い
つ
い
て
い
h
h
M
い
述
沢
校
主
止
「
勺
こ
と
が
、
む
し
ろ
一
層
川
を
安
t

チ
ν
た
も
の
と
す
る
と
い
え
る
の

の
品
川
白
に
つ
い
亡
は
、
泳
中
止
労
出
院
か
一
の
す
弘
黙
を
車
重
L
、

保
降
さ
れ
る
べ
き
と
あ
る
わ

らヘデ、

、
〆
2
1

仙
の
一
般
労
相
りJ
首
r
一
川
町
↑
に
「
職
業
主
れ
の
円
山
L

が

分

に

い
わ
ふ
る
山
由
化
業
務
に
つ
い
て
は
ι叫
証
明
又
人
れ
鳩
山

一
九
丸
九
年
の
件
改
H
に
よ
一
っ
て

。j を
か年

:h ii~ 

いる
た，；，り

て／ょ

の
i古←
＊ぅ、

久
殺
の
祝
十
九
H
な
投
じ
て
、

山
川
叫
同
紙
限
心
撤
廃
・
絞
仰
を
求
い
わ
る
一
派
遣
労
働
者
の
芦
が
次
第
に

わ
っ
一
汗
刀
法
改
正
に
ふ
り
、

一
定
け
下
絞
を
踏
め
ば
、
派
遣
受
人
れ
期
間
宍
一
年
に
延

長
す
る
、
」
と

一
）
こ

E
一J

こ
η

？：
γト
z

p

v

u

l
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U
C
K
4
 日
江
い
は
、
ハ
〉
凶
年
い
一
派
遣
が
解
国
小
さ
れ
た
い
巣
立
一
え
務
に
つ
い
て
も
、
よ
う
や
く
『
日
刊
誌

ぶ
ー
の
派
遣
1
1入
れ
が
可
能
し
一

予」
h
q
J
1
J

た
期
司
制
限
が
残
る
限
り
、
ィ
山

ru符
働
者
ピ
つ
い
て
は
「
職
業
窓
れ
の
口
！
ヨ
…

や
は
り
い
い
長
い
〉
JA

以
泣
け
広
は
本
米
、
派
遣
労
俄
有
の
行
め
に
あ
る
。
h

一
の
こ

に
似
出
陣
さ
れ
て
い
る

r
は

z日也〉
J

た
が
、

、
以
前
一
労
畑
町
ザ
台
の
戸
に
積
極
的
に
泌
え

て
い
：
、
｝
乙
が
今
絞
と
も
必
安
こ
い
え
よ
「
。

ま
に
、
必
の
論
円
、
に
つ
い
と
は
、
1
1

柿
用
代
科
」

ζ

は
川
い
つ
も
の
の
、
実
際
ピ
は
こ
の
こ
こ

12ゑ
つ
日
る
デ
i
タ
r
A
打
在
じ
な
川
と
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い－

7
明
山
口
も
あ
7
G
c

統
計

マ
ク
口
約
に
は
代
科
坊
係
に
あ
る
こ

2
が
奴
領
さ
れ
る
パ
！
？
タ
ウ
ム
労
働
荷
と
一
候
労
働
者

r
c

慌
に
お
レ
て
も
、
ミ
夕
刊
の
手
業
所
レ
ベ
ル
で
は
あ
ま
い
り
代
件
、
川
J
4じ
に
レ
な
い
こ
と
は
、
方
働
自
占
も
こ
れ
を
誌
、
必
た
こ
と
が
丸
る
〈

派
逗
労
働
者
が
噌
え
た
と
は
い
っ
て
も
、

さ
ら
に
、

い
ま
だ
一
一
川
者
に
占
め
る
ぞ
心

γ
L
ア
は
一
い
A
P日
ド
に
と
ど
ま
J

て
い
る
の

？
よ
め
い
F

、
一
」
ー
し
た
状
況
を
も
っ
て
、
川
河
働
右
派
遣
に
よ
る
常
川
代
替
が
近
ん
で
い
る
と
は
到
底
い
え
な
い
で
為
？
っ
J

そ
の
意
味
で
、

「
常
用
代
守
（
紡
J

口
論
は
、
在
成
i

に
訴
え
る
感
結
論
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
の

〔G
 

一
時
的
な
も
の
や
山
J

門
的
』
工
業
務
に
限
る
の
か
、
お
労
間
品
旬
以
泣
が
認
り
ら
れ
れ
ば
、
台
湾
の
労
働
市
場
に
お
い
て
一
一
凶
沢
交
が
守
じ
、
パ
パ「ハ」

ム
十人十以

詩ミ

'tit 

人U
汚
の
研
究
去
け
が
同
時
い
起
し
小
九
人
叩
？
江
ヘ
の
医
h
ノロ
l
l｜
汀
本
法
か
ら
の
亦
除
、

労
川
河
川
右
派
遣
九
つ
い
て
次
の
よ
う
な
論
上
ハ
っ
か
紀
起
手
れ
て
レ
る

台
湾
の
研
究
荒
か
ら
は
、

rな
わ
ち
、
ヘ
山
山
労
働
省
派
遣
の
利
日
は

常
い
月
代
将
の
間
忍
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
、
ゲ
Jr山ru川
沿
働
者
ピ
は
γ

引
い
熟
練
労
刷
出
俳
句
が
多
く
、
労
働
災
害
の
先
生
ぉ
一
生
向
く
な
っ
て
い

る
か
、
労
縦
者
災
中
川
補
償
保
険

論
点
が
そ
れ
て
あ
る
。

以
τ
、
一
労
災
保
険
」

、
J

、1ノ
）

へ
の
加
人
事
「
が
仇
い
に
い
う
問
題
を
乙
ろ
4
0
J

る
の
か

ζ

い
コ
ト

こ
の
よ
う
以
前
点
に
汁
し
て
、
午
、
れ
ま
で
の
改
正
粁
位
を
含
め
、

日
本

c
r
A違
法
か
ら
得
た
ぶ
山
崎
に
基
づ
い
て
こ
ー
れ
に
問
符
一

3
？に



r児

～
1dγ
ホ

：、才
lt

の
L
L

う
に
な
ろ
う

ま
ず

ui小
の
現
状
に
市
川
？
ょ
に
l
七
三
ー
よ
J

、
労
刷
出
俳
句
J

以
u
砲
を
一
時
的
ま
～
ー
は
円
門
的
仕
業
務
に
限
f

ヂ）

つ
い
に
は
、

J、
l附

入
明
け
れ
ば
な
り
な
い
必
扶
性
は
勾
い
、
〉
一
い
う
三
こ
に
司
る
」

伝
比
九
J

V

石〕寸人

日
本
で
？
弘
、
完
鮒
者
派
川
県
z
f｝

乙
し
て
付
置
づ
円
る
兄
一
併
に
は
槻

町
川
川
・
臨
時
的
な
就
業
形
態

rph凶
4
5
2
4

強
い
よ
ス
ド
勺
か
あ
る
n

し
か
し
、
こ
う
し
た
宅
六
万
が
か
え
ご
く
ェ
い
道
労
鍛
宥
の
村
会
的
泊
ゃ
な
ほ
く
し
、
庭
用
不
協
F

の
問
問
題
を
牛
じ
宍

せ
て
い
る
こ
し
〈
も
忘
札
て
は
仕
ら
ほ
し
し
さ
ら
に
、
各
秘
の
訓
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
派
遣
労
働
者
の
側
で
も
派
遣
則
的

る
戸
が
少
な
く
な
い
の
、
ν現
実
で
あ
る
し

労
働
パ
ヘ
約
は
、

労
働
苔
と
伎
川
市
以
告
し
〈
心
ム
耳
目
に
基
づ
い
こ
締
結
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
、

よ
し
却
炉
、
点
追
加
川
聞
に
制
限
か
誌
け
守
、

" 

;jjO 
)'11 
契
苦占
c~ 

3主
九

j宅
i~ 

っ他
＇，、 1〕
c泣
弘噌，

L、る
_, Fよ、

iS z寺、： c
改〉

む

c 

「
川
人
約
む
じ
山
に
判
ず
る
制
限
）

？
の
＋
V
M
改
？
と
L

上
り
新

（
こ
の
h

と
は
、

U
本
の
れ
ん
ぷ
円
、

一ノヘ
J

r
r
 

労
働
市
場
に
お
け
る
労
働
み
需
給
調
幣
終
陸
一
り
治
化
と
い
っ
観

まーに、

白
川
か
ら
、

ー
ヘ
ー
で
は

丸
九
九
ム
（
U

＋
仏
改
ヲ
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
の
守
門
業
持
わ
〈
王
九
九
対
象
業
務
と
し
わ
J

ポ
ジ

T
f
プ
・
り
ス
ト
仁
川
手
人

に
代
え
て
、
ス
ガ
子
ィ
ブ
・
け
ス
ト
hd式
市
’
ほ
目
さ
れ
る
に
ぎ
っ
て
伝
わ
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
労
偽
者
派
潰
す
専
門

的
な
弐
務
に
阪
｛
疋
〆
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
必
然
院
は
な
い

川
正
に
つ
い
て
は
、

阿
川
が
派
遣
法
の
改
ー
止
に
前
段
ν

て
批
市
J
V

一、与
2

J

、

L
J勺
4
f

一i
J
）

1

］
（

J
ノ

ロ
勺
条
約
一
の
関
係
か
口
、
門
小
、
ン
一
ブ
ィ

7
・
リ
ス
ト
ん
式
ヰ
維
J
f
ず
る
こ
亡
が
で
き
な
く
な
っ
七
三
I
U
工
事
情
も
あ
っ

一
2

3

1
F
』

v
r

主
主
、
コ
せ
ら
／
、
u

l
－
－
d
d
「

j

d

次
に
、
必
の
論
円
、
に
つ
い
て
は
、
ム
ー
汚
ピ
は
そ
も
Z

も
終
以
ー
マ
摩
川
市
憤
ノ
仁
ζ

い
う
も
の
h
I
存
在
げ
一
ず
、
吋
一
ゲ
般
若
－
u
w
T柏
町
敷
引
仇

4
紋
J
3

六
・
二
λ

「
ヤ
子
き
わ
め

、
こ
こ
に
、
ま
ず
習
志
す
る
必
安

5
め
る
U

つ
ま
打
、
台
湾
の
労
働
市
場
に
お
い
て
は
、
極
川
市
刀
流
山
刻
化
は

ず
で
に
川
私
以
上
に
進
ん
で
レ
る
の
で
為
、
J

て
、
労
働
者
派
遣
の
也
d

人
に
よ
っ
て
区
制
が
居
不
安
光
化
「
る
と
は
お
よ
り
ぞ
考
え
に
く
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し
の
で
あ
る
v

ま
A

～、
ト
ド
本
心
経
験
に
引
い
ら

L
－L
4
、
派
遣
に
も
す
Q
M語
以
一
代
替
に
つ
い
て
刊
誌
論

f
る
こ
と
は
、
ぞ
れ
山
林
が
大
袈
裟
に
過
ぜ
る

r
い

わ
ざ
る
を
刊
な
い
〉
れ
L
t
jノ
、
泳
法
市
場
の
存
有
は
、
一
履
い
い
川
の
部
品
／
一
夫
菜
し
丸
山
十
C
，
仏
、
ー
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
亡
I
U
工
事
実
子
諸
外

パ
ど
で
は
線
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
実
に
こ
そ
詰
司
す
、
き
で
あ
ろ
う
n

さ
ら
に
、
必
の
品
川
白
に
つ
い
と
い
え
ば
、
リ
刀
艇
け
げ
ん
雫
川
の
党
バ
ー
や
労
災
保
険
の
よ
加
入
〆
｝
い
っ
た
向
山
ぬ
は
、
派
遣
業
務
や
泳
法
民
間
の
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刻
現
1
P
L

は
次
元
を
異
に
す
る
四
簡
明
で
あ
り
、
労
働
法
仏
I

法
や
労
働
安
全
術
川
法
味
J

心
温
川
に
唱
す
る
特
例
規
r
止
や
い
笠
怖

Jihr
一
と
に

h 

一、,; , 

i呼
デ
lフヘ

"' ~~， 
タト

C) i立
でほ
おい
る日

、
日
本
の
は
有
台
、
労
災
川
端
険
は
派
泣
一
元
か
加
入
す
る
仕
組
み
に
弓
ッ
て
レ
る
い
か
、

よ
乙
て
、

同
心
直
し
の
効
き
も
な
い
で
は
と
い
J

N~ 

台
湾
に
お
け
る
労
働
省
派
噴
出
法
の
制
定
に
向
け
て
｜
｜
つ
の
印
同
立
以

は
、
そ
川
J

実
告
を
分
に
照
射
す
る
」
、
こ
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
N

い
な
い
」

H
パ
判
的
に
は
、

凶
係
／入
時
芳t

"'" 
業
界
111 
件、
O) 

：，ヱ
カ当

阪人ιζ羊 C7 '.2 GりI271〔2川7.7 

以
！
の
考
察
h
つ

台
湾
に
お
い
、
労
働
者
派
遣
は
な
制
定
す
る
山
中
ー
に
つ
て
は

以

F
C
一
点
に
腎
台
、
し
亡
、
台
湾
に
h
o

げ
る
、
ー
な

偽
者
一
μ
仙
沼
出
一
一
戸
の
長
慾
に
即
〕
た
法
制
度
の
導
入
、
乙
法
整
備
の
作
一
え
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
じ

ま
ず
、
何
よ
L
U
J
3

不
必
要
な
の
は
、
労
働
者
ぷ
沼
南
下
立
、
の
長
選
抱
U
円
で
あ
る
（

川
河
傍
若
派
透

g－w
誌
の
泊
正
な
遥
J
U
了
乞
確
保
す
る
子
J

め
に

派
遣

K
や
一
一
以
遣
労
働
有
か
ら
も
い
乙

7
ノ
ン
ゲ
J

を
行
っ
こ
こ
に
よ
り
、
実
強
調
一
旬
、
町
行
ζ

べ
き
で
あ
る
。

次
に
必
裂
な
の
は
、
派
遣
労
働
者
の
ー
労
般
権
」
似
体
内
円
↑
ど
あ
る
n

中
華
民
直
定
法
は
、
そ
の
同
条
で
「
人
一
降
、
は
、
集
会
お
r
A
び
結

祉
の
廿
出
会
｝
有
γ
γ
Q
」
と
川
忠
｛
止
し
、
、
」
れ
に
続
ノ
＼
九
条
↑
〈
人
民
心
生
有
権
、
労
働
権
お
E
び
川
町
付
権
は
伝
障
す
る
」
と
規
定
L
て

そ♀

に
、
台
湾
に
も
、
方
働
制
ム
ロ
は
k
什
事
「
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
ぽ
止
村
民
で
号
令
組
合
員
の
引
益
の
み
古
代
衣

3
Gも
の
と



r児

九
三
て
い
る
v

す
な
わ
ち
、
み
血
（
蛍
引
一
銭
」
寸
の
利
益
を
代
文
ず
る
労
釣
組
合
は
ほ
と
ん
ど
存
在
、

ζ
ふ
い
の
が
現
状
で
あ
わ
、
労
働
組
合

J、
l附

ミを / 
< ~ 

と仁 A広、
｜自i j' 
近~ ~~· 
刀、も
あ平l
る5心害

致

;d: 
＂、
ラR
if 
i最
フコ
散

請
の
戸

い
1

）
併
一
泊
さ
れ
て
い
る
こ
1

）
に
、
既
作
い
の
労
働
組
合
が
か
か

1
る
大

こ
の
よ
う
な
現
状
古
ら
考
え
る
こ
村
ー
靴
店
開
通
で
は
あ
る
刀
、
労
働
者
派
川
県
比
一
一
を
引
け
止
す
る
に
勺
た
つ
亡
は
派
遣
労
働
者
。
芦
に
よ

く
1
「
を
旬
、
け
、
派
遣
労
般
者
の
7
万
椴
権
ー
ち
に
重
視

L
た
（

J
V出
来
務
ん
平
氏
波
紋
向
日
制
限
は
、
二
戸
寸

L
～
ー
労
働
怪
」
以
降
心
部
町
百
円

か
ら
も
明
王
し
い
と
は
い
え
仕
唱
二
派
遣
労
働
者
む
た
め
の
法
停
に
迂
る
よ
弓
に
長
大
根
努
力
γJ
べ
き
で
↓
ぬ
る
。

さ
ら
に
、
派
遣
法
の
制
定
を
考
え
る
に
ψ
！
？
い
っ
て
は
、
派
遣
労
働
者
に
対
「
る
村
談
政
一
円
や
前
古
処
到
、
約

pp処
理
む
た
め
わ
け
サ

ポ

l
、
・
ン
ス
テ
ム
む
整
備
が
併
せ
て
必
裂
に
な
る
労
働
行
政
の
役
割
は
本
来
、
こ
弓
L
h
h
支
授
業
筏
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
下
き

る
の
で
あ
る
v

一
却
下
一
知
洋
汁
一
注
実
百
九
一
品
μ

動
一
ぷ
遣
ム
エ
門
別
ι宇
陀
…
内
叫
ん
動
派
ゎ
下
プ
出
y
h
4
4
一
回
止
附
止
KYT法
畑
中
柴
山

一U
J
M官
詐
市
民
・
主
将
沖
一
同
）
一
一
一
一
一
一
一
日
γ
f
J
照

一
日
目
、
山
刊
麦
、
ム
目
指
注
一
日

ht
八一
H
を均一十一ぺ

ヘパ

d
F
Mわ

♀
一
品
技
庁
郎

Jυ
悌
市
助
f
一品川
υ
改
布
、
「
に
十
小
川
川
論
付
、
↓

υ〈
U

ぃ
士
山
u
h
J
、
小
川
署
山
胤
、
町
「
リ
｛
力
悦
巾
坊
の
足
制
改
正
職
長
女
！
疋

法－
H
n
問
右
派
州
市
法
改
H
のら
γ
川
ヘ
代
v
h
L湘
一
仕
心
的
規
制
心
特
済
分
析

H
本
経
済
苅
院
？
、

f

ノ
ピ
じ
年
一
又
店
刊
υ
一J
V」季出

£
一
こ
う
ー
に
に
一
寸
法
の
労
防
e
ア
市
は
、
独
立
行
政
法
人
百
抗
此
宗
弘
一
九
日
松
川
均
四
慌
を
蛤
め
乙
ず
る

H
t
u
川
ん
ル
ほ
間
シ
一
中
1
1

〕
て
日
ど
4一同一、も

川
悩
か
さ
れ
r

ペv
A
V「

k
q
T
C℃
＼

〆

2
4
一w
加

C
号
、
「
三
宮
一
三
一
T
C
「
一
佳
品
目
、
吉
一

34〕
三
プ
ロ
コ

ヘ
剖
）
以
卜
に
7
さ、ブベ川
J

ノ
＼
は
、
一
八
代
同
I

山
一
如
月
改
苦
心
斗
代
一
（
川
日
た
公
一
己
主
引
位
、
一
九
九
九
年
一
一
川

L

」
官
、
心
ほ
か
、
川
一
倒
き

方
の
ゾ
タ
ハ
バ
叩
仕
と
労
働
t
川
場
J
一
υ役
割
ン
ユ
J
ス
、
七
一
一
号
（

F
U

（
一
心
住
、
七
百
口
下
巻
町
ー

ヘ
訂
一
川
且
T

体
的
に
は
一
派
遣
労
働
I
C
に
よ
、
恨
の
%
前
者
r

」
同
様
ご
職
川
市
選
択
の
山
出
が
ぶ
め
り
h
J
る
べ
き
↑
L
L一
円
、
就
く
こ
こ
れ
で
ケ
る
般
市
世

』jj

／
（
い
二
一
↑
↑
己
山
T
にみ一～
ι

世
間
J
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一
実
均
一
内
的
ノ
：

ζ

い
い
で
き
る
問
問
が
制
限
さ
れ
て
レ
る
こ
1

」
は
間
包
が
泣
メ
ω
こ
ど
か
ら
、
だ
主
毛
市
川
中
山
辺
問
問
幻
f

制
限
に
つ
し
て
は
、

こ
れ
乙
一
司
一
則
と
二
、
投
件
」
一
？
る
こ
と
が
望
E
u
v
と
の
さ
も
ペ
刀
一
か
ノ
f

れ
、
＼
め
タ
口
》
小
山
富
寸
山
ハ
m川
「
一
～
叩
叫
リ
万
骨
F

市川明巳乞は山
f

r也
八

f
吋
市
ず
山
力
司
削
川
九
町
「
而
一
川
印
判
川
〆
υd
尚
1

巾
ψ

｛り心許～川
4
ζ

川γ
陪ι山U
陪一
O

4

匂叩制
f

ヘ
出
川
究
釘
マ
万
川
戸
牝
門
一
一
一
「
）
（
）
半
、
今
一
力
民
以
h

を
山
容
昨

ぺ
口
封
一
例
ん
ば
、
一
ハ
ノ
ヘ
J
r
1
4
に
辻
日
白
人
日
友
人
材
此
叫
一
疋
協
会
y
m
l
K
F
H
v
た
派
遣
ス
タ
J

7

’
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